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＜基本理念＞

＜行動指針＞

１ ． 事業活動に関連する法的要求事項及び自ら同意するその他要求事項を遵守し、

必要に応じて環境保全の向上に努めます。

２ ． 重点的に取り組む基本的方向として、次の事を行い環境経営の継続的改善を図ります。

① 二酸化炭素排出量の削減に努めます。

② 産業廃棄物及び事業系一般廃棄物の削減並びにリサイクルに努めます。

③ 水使用量の削減に努めます。

④ グリーン購入を実施致します。

⑤ 無梱包化の推進の拡大を図ります。

⑥ 化学物質の適正管理に努めます。

⑦ 地域と供に環境活動に参加します。

3 ． この環境経営方針は、環境保全に対する意識向上を図るため為、全従業員に周知

徹底します。

制定日： 2010/11/1

改定日： 2018/11/21
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環 境 経 営 方 針

当社アキスチール株式会社は、本社を大阪に置き古都京都・宇治に工場を有
し、豊かな自然に恵まれた環境下で住宅用金属部材の製造を営んでおります。
その中で、常に環境経営に配慮したプロセスで、人材育成と環境保全に寄与す
る製品・サービスを提供し、社会に貢献すると供に美しい地球生態系づくりに努
力します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長  　藤田　忠省



２．事業の概要

（１） 名称及び代表者名

アキスチール株式会社

代表取締役社長　藤田　忠省

（２） 所在地

本　　　社 大阪府大阪市中央区南船場2丁目4番20号大阪福谷ビル9階

滋賀支店 滋賀県栗東市辻685番地

京都工場 京都府綴喜郡宇治田原町緑苑坂53－1

兵庫工場 兵庫県加東市横谷798

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 取締役 大谷　修 TEL：0774－99－7761

京都副工場長　大場文彦 FAX：0774－88－2080

担当者 業務課 橋本幸祐 TEL：　　　同上

FAX：　　　同上

（４） 事業内容

住宅用スチール部材の製造、各種鋼材販売

主要製品：住宅用柱、住宅用部材

（５） 事業の規模
製品出荷額

本  社 滋賀支店 京都工場 兵庫工場 合　計
従業員　　　　　 4名 8名 31名 17名 60名
延べ床面積　　　 80㎡ 1105㎡ 3145㎡ 1320㎡ 5650㎡

（６） 事業年度

　11月21日～翌年11月20日
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28億円(2022年度）

※従業員数は2022年11月20日現在



３．認証・登録の対象組織・活動

対象活動範囲： 住宅用スチール部材の製造・各種鋼材販売
登録組織名： アキスチール株式会社
対象事業所： 本社

京都工場

対象外組織： 積水ハウス（株）兵庫工場内
（ISO運用済）

対象従業員数： 43 人
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積水ハウス（株）兵庫工場内でISO14001運用済

大場　文彦 赤尾　一範

統括本部　京都工場 滋賀支店

大谷取締役藤田社長大場副工場長

滋賀支店

羽田　貴司
物流課

代表者
藤田社長

業務課製造課

兵庫工場

【役割・責任・権限】
・資源（ひとものかね）の準備
・課題とチャンスの明確化
・環境経営方針の策定
・全体評価と見直し、指示

【役割・責任・権限】
・目標、計画の確認
・法令遵守状況承認
・代表者へ見直し情報を報告

【役割・責任・権限】
・文書、記録の作成
・法令遵守状況確認
・社員への周知
・環境管理責任者の補佐

兵庫工場

組織図・認証範囲

環境事務局

環境管理責任者
大谷取締役

橋本　幸祐
ＥＡ21推進委員会



4．主な環境負荷の経年実績　(全社）

5．環境目標及びその実績（全社） 電気 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油

:目標達成 ：目標未達 0.351 2.32 2.58

合計 目標 実績 目標 目標

286,311 256,993 283,404 280,497

5,888 3,791 5,828 5,769

29,515 38,204 29,215 28,915

kg-CO2 193,331 190,305 197,566 188,372 186,438

5,291 5,245 5,237 5,183

262 355 259 256

5 7 5 5

の促進

20 20 20 20

12(月1回) 12 12 12 12

3 3 3 3

154 120 152 150

います。なお、削減率は事業所ごとに異なるため、全社では一律値として表示できない。
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※電力CO2排出係数は令和2年度関西電力の調整後数値0.351kg‐CO2/kWhを使用して

5,973

2023年度 2024年度

290,697

2022年度

kWh電力Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

の削減

ガソリン の削減 Ｌ

Ｌ

単位
基準年度

排出係数

30,015軽油 の削減

ＣＯ２排出量の削減

廃棄物 の削減 kg

巻

5,414

の促進 件 5

水使用量 の削減 m3 267

グリーン購入

の促進 個 160

近隣清掃活動 の促進

※基準年度（2011年度）数値には滋賀支店の2013年度実績値を加算した数値を使用しています。

※化学物質（トルエン、キシレン）は使用塗料が発注者仕様による量的管理のため、

　数値目標は設定せず、定性的取り組みとして「適正管理」としています。

無梱包化

（PPバンドの削減）
20

回 3

化学物質の適正管理 回

皮手袋節約使用

0
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水使用量㎥
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4．主な環境負荷の経年実績　(本社）

5．環境目標及びその実績（本社）
：目標達成 ：目標未達

（基準年度) 削減率
（目標） （実績）

削減率
（目標）

削減率
（目標）

-5.0% ー -6.0% -7.0%

15,298 19,443 15,137 14,976

kg-CO2 8,164 5,370 6,824 5,313 5,257

-4.0% ー -5.0% -6.0%

52 50 51 51

1 1 1 1

5

2024年度

16,103

※CO2排出量は毎年電力会社の排出係数が見直されるが、前ページと同じ

0.351kg-CO2/kWhを使用しています。

　できません。

※本社での化学物質の使用はなく、水についてはテナントビルのため数値目標設定は

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

電力

単位
2011年度 2022年度 2023年度

の削減 kWh

グリーン購入 の促進 件 1

ＣＯ２排出量の削減

廃棄物 の削減 kg 54
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二酸化炭素排出量 kg-CO2
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49
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52

53

廃棄物排出量 kg



4．主な環境負荷の経年実績　(京都工場）

5．環境目標及びその実績（京都工場） 電気 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油

：目標達成 ：目標未達 0.351 2.32 2.58

（基準年度) 削減率
（目標） （実績）

削減率
（目標）

削減率
（目標）

-1.0% ー -2.0% -3.0%

244,282 221,272 241,814 239,347

-1.0% ー -2.0% -3.0%

4,664 3,390 4,617 4,570

-1.0% ー -2.0% -3.0%

19,843 29,569 19,642 19,442

kg-CO2 149,249 147,757 161,819 146,264 144,772

-1.0% ー -2.0% -3.0%

3,130 3,099 2,990 3,067 3,036

-1.0% ー -2.0% -3.0%

177 175 269 173 172

2 2 3 2 2

の促進

20 20 20 20 20

毎月一回

12 12 12 12 12

毎月

3 3 3 3 3

※ これまで基準年度を2011年度をベースにマイナス目標を設定していたが、実績との

基準値（基準年度）としています。
CO2排出削減対策の一環として2018年４月工場内照明すべてLEDに交換し、さらなる削減
対策を実施するまで2019年度から目標値は基準年度の毎年1％減の目標としています。
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排出係数

20,043

246,749

の削減

2024年度2023年度2022年度2018年度

Ｌ

の削減

電力 kWh

軽油

単位

Ｌ

無梱包化

乖離が大きくなり、現実性に乏しいため基準年度の見直しを行い2018年度実績を

4,711

kg

件

回

回

ガソリン

の促進

巻

グリーン購入

m3

（PPバンドの削減）

近隣清掃活動

化学物質の適正管理

の促進

水使用量 の削減
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Ｏ
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4．主な環境負荷の経年実績　(滋賀支店）

5．環境目標及びその実績（滋賀支店） 電気 ｶﾞｿﾘﾝ 軽油

：目標達成 ：目標未達 0.351 2.32 2.58

（基準年度) 削減率
（目標） （実績）

削減率
（目標）

削減率
（目標）

-4.0% ー -5.0% -6.0%

26,731 16,278 26,453 26,174

-3.0% ー -4.0% -5.0%

1,224 401 1,212 1,199

-3.0% ー -4.0% -5.0%

9,673 8,635 9,573 9,473

kg-CO2 38,429 37,179 28,922 36,794 36,410

-4.0% ー -5.0% -6.0%

2,141 2,205 2,119 2,096

-4.0% ー -5.0% -6.0%

86 86 86 85

3 3 3 3

-4.0% ー -5.0% -6.0%

154 120 152 150
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排出係数

※ガソリン削減目標については車両１台減にて前年比-7５%としました。

グリーン購入 の促進 件 3

皮手節約使用の推進 ㎏ 160

ＣＯ２排出量の削減

廃棄物 の削減 kg

2023年度 2024年度

2,230

水道水 の削減 m3 90

1,262

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

電力 の削減

の削減

kWh 27,845

ガソリン の削減 Ｌ

軽油 Ｌ 9,972

単位
2012年度 2022年度
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二酸化炭素排出量 kg-CO2
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80

100
120
140

水使用量m3



6．主要な環境活動計画の内容と取組結果の評価
：目標達成 ：目標未達

取組内容 達成率 評価 結果の評価・今後の方向性 次年度取組

％

目標 286,311 89.8%

実績 256,993

％

目標 5,888 64.4%

実績 3,791

％

目標 29,515 129.4%

実績 38,204

電力・燃料の削減 104% × ・電力と軽油の削減に力点を置く 〇

％

目標 5,291 99.1% ○

実績 5,245

％

目標 262 135.7% ○

実績 355

グリーン購入 の促進 ％

目標 5件 140.0% ○

実績 7件

無梱包化 の促進 ％

目標 20巻 100.0%

実績 20巻

％

目標 １２回 100.0% ○

実績 １２回

近隣清掃活動の促進 ％

目標 3回 100.0% ○

実績 3回

％

目標 154 78.1% ○

実績 120

注） 削減目標を掲げている項目では、100％以下で達成、100％を超えると未達成となる。

促進目標を掲げている項目では、100％以上で達成、100％未満で未達成となる。
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○

ガソリンの削減：L

軽油の削減：L

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

CO2排出量kg-CO2

〇

1.急発進急加速はしない。
2.急ブレーキをしない。
3.できるだけ一定速度で運転
する。

・営業拡大と遠方の顧客のクレー
ム処理を行ったが目標達成
・更なるエコドライブを実施する。

・運搬回数（便数）を増やしたこと
及び毎金曜日に配送先が増えた
ことにより増加した。
・目標値の見直しを検討

・目標達成
・引き続き定期的に実施

項目

1.京都工場照明LED交換。
2.昼食時及び不使用部屋消
灯。
3.エアコンの設定温度を守
る。

〇

×

電力の削減:kWh

1.急発進急加速はしない。
2.急ブレーキをしない。
3.できるだけ一定速度で運転
する。

水使用量の削減：㎥

1.事務所及び工事現場周辺
の清掃 〇

化学物質は量的管理ができないため、定性的取り組みとして適正管理とした。

1.使用者管理及び在庫表に
よる管理の徹底 〇

1.PPバンドの使用を減らす。
2.カゴ積み等の検討。
3.在庫商品の整理・整頓。

〇

1.節水の実施。
2.コックの閉め忘れ防止。
3.節水ポスターの掲示。
4.定期的な漏水点検

皮手袋節約使用の推進

・目標達成
・引き続き部材ごとに再見直し実
施。

・目標達成
・怪我の防止に配慮しながら節約

化学物質の適正管理

○

1.決められた保管場所での保
管
2．適正量の在庫管理

・適正量管理。

○

・18.4月LED照明交換や残業時間
の抑制により目標達成
・今後も働き方改革を継続する。

・目標達成
・分別処理の継続

1.新規購入事務用品を対象
にグリーン対象品の購入促
進。 〇

×

○

・従業員増により目標未達
・目標値の見直しが必要

（PPバンドの削減）

1.コピー用紙の両面使用。
2.廃棄物の掲示。
3.リユースできないか検討す
る。

・目標達成
・グリーン及びエコマークの事務備
品を優先して購入

〇

〇

廃棄物の削減：ｋｇ



7．環境関連法規への違反・訴訟等の有無

（１） 当社に適用となる主な環境関連法規等

法律、条例名 遵守すべき事項 遵守状況

1 騒音・振動規制法 ・騒音・振動規制基準の遵守

京都府条例 ・対象特定施設の届出

2 廃棄物処理法 ・一般廃棄物及び産業廃棄物の表示と分別管理

・一般廃棄物処理業者は市町村長の許可の確認

3 下水道法 ・排水設備の設置 遵法

4 消防法 ・維持管理

宇治田原町火災予防条例 ・消防用設備等の点検・報告

・危険物（灯油、シンナー、潤滑油）保管の指定数量
1/5以上の届出

・火災報知機・屋内消火栓の設置

5 公害防止組織法 ・公害防止統括者、管理者の選任 遵守

6 化管法 ・第1種指定化学物質の取扱い 遵守

7 フロン排出抑制法 ・業務用エアコン簡易点検及び記録 遵守

8 資源リサイクル法 ・基本理念

・事業者の責務

9 自動車リサイクル法 ・自動車の所有者の責務

・自動車の廃棄・使用済自動車の引渡義務

（２） 違反・訴訟等の有無

・自社の事業活動に関する法令違反はありません。

・関係当局からの違反等の指摘は、過去３年間なく、訴訟もありません。

総括（代表者による全体の評価と見直し・指示）

※ 次回環境活動レポートの発行は、2023年5月の予定です。

9

遵法

遵法

遵法

遵法

・燃料は営業活動の活発化や運搬便数の増加などにより目標超過の傾向がある。基準値の見
直しも必要
・京都工場での水使用量は社員増に合わせ、目標値の見直しをすること。
・今後も引き続き目標達成に向けて取り組むとともに、燃料や水使用量については目標値の見
直しなどが必要である。
・実施体制は見直しの必要はない。

遵法


